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議事日程             令和元年１２月１９日 午前１０時開議 

 第１ 会議録署名委員の指名 

第２ 前回の会議の会議録の承認 

 第３ 教育長の報告 

第４ 議 事 

議案第２０号 令和元年度末米子市立小・中学校教職員人事異動方

針について 

第５ その他 



開 会    午前１０時 

浦林教育長  ただいまから、令和元年第９回米子市教育委員会定例会を開

会いたします。 

         

１  会議録署名委員の指名 

浦林教育長  それでは、日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員に金山委員を指名いたします。 

 

２ 前回の会議の会議録の承認 

浦林教育長  次に、日程第２ 前回の会議の会議録の承認に移ります。前

回の会議の概要について、事務局から報告をお願いします。 

       

松下事務局長 はい。 

 

浦林教育長  松下事務局長 

 

松下事務局長 前回の会議は１１月２７日に開催され、議案第１８号「米子

市スポーツ推進委員の委嘱について」及び、議案第１９号「米

子市図書館協議会委員の任命について」の２議案についてご審

議いただき、原案のとおりご承認いただきました。 

 

浦林教育長  前回の会議の会議録を承認します。 

 

３ 教育長の報告 

浦林教育長  次に日程第３ 教育長の報告について私から報告をいたしま

す。２点ございます。 

       １つ目は、１２月１５日に元教育長の足立操先生がお亡くな

りになりました。お勤めいただきました期間は、平成１７年５

月から平成２１年５月でございました。ご冥福をお祈り申し上

げたいと思います。 

       ２点目は、議会で話題になりました件をご紹介したいと思い

ます。１１月６日に美保中学校区のまちづくり懇談会を開催す

るということはお知らせしたとおりですけども、その中で和田

小学校、崎津小学校、大篠津小学校を統合すべきではないかと

いう意見が多く出されました。これを受けまして、年度内を予

定しております次回の懇談会におきましては、統廃合する場合



はどういった学校の形があるのか、しない場合にはどういった

形があるのか。メリット、デメリット等も含めてお示しをして、

地域の皆さま方のご意見をしっかりお伺いしたいと思っており

ます。 

また内容については、委員の皆さまにもご報告申し上げなが

ら、考えていきたいと思っております。 

 

４ 議事について 

浦林教育長  それでは、日程第４ 議事に入ります。 

議案第２０号「令和元年度末米子市立小・中学校教職員人事

異動方針について」を議題とします。  

事務局から説明をお願いします。 

 

 西村課長   教育長。 

 

浦林教育長  西村学校教育課長。 

 

西村課長   では、議案第２０号につきまして学校教育課から説明いたし

ます。 

       基本方針としましては、学校教育の充実と教育水準の向上を

期するため、鳥取県教育委員会の方針に則って、全市的立場に

立ち、人事異動を行うということでございます。 

       それではまず、鳥取県教育委員会の方針について説明いたし

ます。参考資料の２ページに令和元年度末公立学校教職員人事

異動方針が、３ページに令和元年度末市町村（学校組合）立小・

中・義務教育学校教職員人事異動取扱要領を掲載してございま

すが、これらについて一部文言が変更されてございます。５ペ

ージに新旧対照表を掲載しておりますので併せてご覧ください。 

       具体的には、２ページの人事異動方針についてですが、５に

昨年度まで記載の「へき地教育」という文言が本年度は削除に

なってございます。また、３ページの取扱要領につきましても、

２教職員の人事、（１）教員の人事、ウに昨年度まで記載の「山

村へき地及び」という文言が本年度は削除になってございます。

これにつきましては、へき地の指定になっている地域が無くな

ったことに伴う文言削除と鳥取県教育委員会より聞いておりま

す。なお、準へき地に該当する地域は、そこに記載の教育上特



別の配慮を必要とする地域に含めたとも伺っております。 

       次に、同じく（１）教員の人事、キの箇所に昨年度まで記載

の特別支援学校の採用者で小・中・義務教育学校に長年勤務し

た者の異動を促進するという文言が、小・中・義務教育学校と

特別支援学校との相互の計画的な人事交流で異動した者の交流

期間は原則として３年とするという文言に変わっております。

これにつきましては、これまで県立特別支援学校と市町村立学

校との間で実施してきた計画的な人事交流が、原則として３年

間という期間が主流になってきたことに伴って、明文化された

ものと伺っております。 

       以上、鳥取県教育委員会の人事異動方針等に則りまして、議

案の１ページにあります３点を米子市の基本方針としたいと思

います。 

       （１）新陳代謝を促進し、優秀かつ有能な人材の登用と抜擢

に務める。 

       （２）学校間の格差が生じないよう広く人事交流を行うとと

もに、学校種間の交流に努めることにより、教職員の適正な配

置に努める。 

       （３）同一校の勤務期間が長くなる傾向をできるだけ排除し

て、人事の刷新を期するとともに、短期間の異動は努めて避け

る。 

       なお、本年度の定年退職者でございますが、校長につきまし

ては小学校５名、中学校２名、教頭につきましては中学校１名、

教諭につきましては小学校１２名、中学校５名、養護教諭につ

きましては小学校１名、中学校１名、事務職員につきましては

小学校１名、中学校１名、合計２９名が定年退職となってござ

います。 

 

浦林教育長  質疑はありませんでしょうか。 

 

荒川委員   米子市の基本方針については、それでお願いしたいと思うと

ともに、（３）の短期間の異動は努めて避けるということで、講

師の先生の異動が早い、短めのスパンで１年で異動されている

印象を持ったんですけども、現状としてどういうサイクルで異

動されているんでしょうか。 

 



浦林教育長   私の方から説明させていただきたいと思いますが、人事異動

方針というのは、既に採用されている者の取扱いについて定め

ているものでありまして、講師というのは臨時的任用職員とい

う臨時ということですので、最初からいることが想定されてい

ない方ということになりますので、連続して勤務するというの

は考慮されていません。ですから、病気になられた方の代わり

ですとか、産前産後休暇、育児休業の代わりですから、その方

が継続して学校に配置になる。そうなると、本務者を配置すべ

きところを講師を配置することが常態化するということですか

ら、これは雇用上も不適切ということになります。継続するか

どうかは、県の教育委員会の判断というところでございます。 

       もうひとつは、講師ですのでいろいろな地域を経験させると

いうことが、将来、良い教員になるひとつの道筋という考えも

ありまして、その辺りのバランスを取りながらやっているとい

う状況であります。 

 

荒川委員   わかりました。 

       もう一点、鳥取県教育委員会の異動方針ということで、２ペ

ージの第２項のところに、若手及び女性の登用に努めるという

文言があって、３ページにもそういう文言があるんですが、な

ぜ性別が関係があるのかと、気になりまして。 

 

浦林教育長   昨年度も同じご質問をいただいたところで、やはり人物重視

というか、その方がどういったお力をお持ちかというのが、本

来、性差無く任用されるべきだと思いますけども、これまで女

性教員が多い割に、管理職の登用が少ないという部分について

は、これを念頭に置いた人事をしなければならないであろうと

認識をしております。 

       一方、特に中学校では管理職を目指さない女性が多くて、実

際、試験を受けられる方が極めて少ないといったことも課題だ

と思っておりまして、まずはそこを増やす。増やさないことに

は登用できないので、その辺りは校長先生にお願いしていると

ころですので、引き続きそういった働きかけはして行きたいと

思っております。 

 

荒川委員   希望される方が圧倒的に少ないのですか、女性の先生は。 



 

浦林教育長   小学校はそこまでではありませんけれども、中学校はかなり

少ないです。小学校も校長先生のお薦め等で、「じゃあ、受けて

みようかな。」というケースが多いように聞いております。 

 

荒川委員   性別に関係無く、活躍できる学校環境であった欲しいと思い

ます。 

 

浦林教育長   そうですね。 

 

荒川委員   計画訪問などで、女性の校長先生である場合、細やかな視点

で見ておられるなという印象を受けることが多々あるので、性

別は関係無いとは思いますが、去年に引き続きこの文言が残り

続けているんだなというのがあって、若干の違和感を覚えまし

た。 

 

浦林教育長   教員に限らず、管理職の割合を３割程度は最低クリアしたい

というのがありまして、それを県の教育委員会も同じ歩調でや

っていますので、逆を言えば３０パーセントを超えていないと

いう現状があるということだと思いますので、３０パーセント

が適正かどうかは別ですが、まずそこは目安になるんじゃない

かと。 

       今、いろんなところで女性の登用というのが増えていますの

で、そういう流れでは間違いなく進んでいると思います。 

 

浦林教育長   その他、いかがでしょうか。 

 

上森委員   この改正によって、異動の原則が３年に区切られたというこ

とになりましたよね。対象になる人は、この度の人事異動で大

きく変わるんですか。 

 

西村課長   人事交流ですか。 

 

上森委員   人事交流です。 

 

浦林教育長   取扱要領４の（３）の部分ですね。 



 

上森委員   そうですね。 

 

西村課長   この方針によって、毎年、人事交流が行われるかというと、

県立学校、米子市立学校双方の都合があるので、毎年度交流に

出せるかというと、実態としてはそうではございません。県が

申しますとおり、実態として３年が主流になってきており、そ

こは明文化したということですので、これによって今交流を行

っている者が、今年戻ってくるとか、そういう人が多くなると

か、そういうことは蓋を開けてみないとわかりません。 

 

上森委員   現状に合わせた。 

 

西村課長   現状に合わせた明文化ということで聞いております。 

 

浦林教育長   補足しますと、（３）の上のアンダーラインの引いていない１

段落目のところに小・中・義務教育学校と、特別支援学校の人

事交流をするというのがあって、これは通常７年くらいはいる

という異動ですし、それとは別に、小学校の教員が特別支援学

校でもう少し学んでみたいとか、逆に小学校の先生をやってみ

たい特別支援学校の先生が来られるというような、戻ることを

前提にしてる人事交流をする時は３年で戻そうと、ということ

がここに明文化されていると、通常の異動とは違う。あなたは

３年したら帰ってくるんですよというような部分の異動がここ

に明記されているということです。 

 

浦林教育長   その他、いかがでしょうか。 

 

金山委員   立派な先生がしっかり手を挙げてくれるといいなという中で、

能力はあってしっかりやっている教員ほど自己評価が低いとい

うことがあるので、逆に、これはちょっとなって思う方の面接

をしてみると、私はやってますというのがあるので、校長会で

も見方をしっかり研究はしていただいてるんだけど、能力があ

る教員には自己評価を高くしなければということと、併せて評

価育成の中で、みんなが上がってほしい人に上がってもらえる

ような人事を、埋もれている人材がまだまだあるなという感じ



がある。 

       また家庭の関係で、特に女性の方は介護があるとかで、手を

挙げない人が結構あるので、持って行き方や聞き方でいい人材

が発掘できると思います。 

       その辺り、また校長会で面談の際にでも言っていただけると、

人材発掘に繋がると思います。 

       ひとつ気になるのが、人数が足りないのではないかというこ

とがあるので、３月３１日になって足りないということがある

のか教えていただきたい。 

 

西村課長   どこまでお話していいのかわかりませんが、ここ２年間は定

数に対しまして教職員の数が足りていないということがござい

ました。今年度については、当初は足りてはいましたが、その

後、育休などの代員が付きづらいという実態がございます。県

教育委員会の所管でございますので、あまり詳しいところは存

じ上げておりませんが、来年度、新卒の先生方をたくさん採用

されるということも聞いておりますので、そのあたりは、県教

育委員会が配置に向けては全力を尽くしていると認識しており

ますが、不足が出るようでしたら、市の教育委員会としまして

も、県に強く要望したり、可能なら市で雇用の非常勤を配置し

たりとか、そういったことでなんとかカバーできるようにして

いきたいと考えております。 

 

金山委員   文科省が加配について言ってくることについて、対応できな

くて先送りということがある中で、新指導要領関係で特別人員

が要るということは無いですかね。 

 

西村課長   加配の種類につきましては、指導方法工夫改善加配が定数化

や、教科担任制を見据えた加配が増えてきたようなことは聞い

ておりますけど、加配全体の総数としては目減りしてきている

というふうに把握しているところです。 

 

金山委員   米子市も対応できそうということですね。 

 

西村課長   対応できるようにしたいと思います。 

 



上森委員   子どもたちの意識調査をされますよね。米子市全体の教員に

対してのアンケートや意識調査をされたデータというのは、こ

の教育委員会で拝見したことが無いんですが、そういったこと

はされたことがありますか。 

       例えば、「校長になりたい」とかのモチベーションとか。先生

方を取り囲む環境は、昔とはずいぶん違ってきてるとは思うん

ですが、はっきり「管理職になりたくない」と、だったら途中

で退職した方がいいという人も増えているのではと。意識調査

をして、それに対応して教育委員会が何か手を打つということ

はできないのか。 

 

浦林教育長   そもそも管理職になりたいか、なりたくないかということを

意思表明する場というのは、学校の教員には無いですね。今は

オープンにするようになってますので、こういう物が来ている

と、校長が該当の者を呼んで渡して、受ける気があるんだった

ら出してくださいというようなのが一般的だと思いますが、金

山委員さんが言われたように、そこで一言付け加えるような管

理職も当然あるでしょう。私も校長の時に相談を受けたことが

ありました。 

 

上森委員   個人的というより、米子市全体の先生方の意識がどう向いて

いるだとか、数字として捉えたことっていうのは無いんですね

今まで。それは取れないのか、取らないのか。取ってもそうい

うものが出てこないのか。 

 

浦林教育長   ひとつ言えるのは、受験者数の変遷というのが結果として意

思表示した者になりますので、それが極端に減っているとか、

受けた者のうち合格する者が極端に減って、今後の米子市が県

も含めて危ぶまれるという数字ではないと思っております。 

       ですから、一人ひとりがどういうことをお考えなのかまでは、

なかなか踏み込むことはできませんが、出された方は薦められ

たのであろうがなかろうが、自分の想いで出しておられる訳で

すから、その数が減っているということは無いですし、そうい

う事があってはいけないなと思っております。 

 

上森委員   管理職になりたくないっていう人が増えているのであれば、



どこかで。 

 

浦林教育長   そうですね。もし、そういうことがあれば。 

 

上森委員   管理職を育てるシステムが足りないところがあるんじゃない

かと。 

       採用５年研修っていうのがありましたよね。そういう時に意

識調査などはされないんですかね。 

 

浦林教育長   それは無いですけども、一昨年、鳥取県の教員の育成指標と

いうのが作られて、最初の５年は入門期とか充実期とか、そこ

から管理職になるような、学校をマネジメントするような人と、

授業のプロとしてエキスパート教員といったような道に行く人、

どっちにもならない人は結果としてはあるわけですけども、そ

ういったものがあるというのは早くから示しています。 

       今、仰ったように自分がどうこの仕事をやり切って行くのか

っていう部分については、県は迫っている状況にあります。 

       管理職になるのが全てではないので、授業のプロとして右に

出る人が無いという授業をする人もあるので、それはそれで貴

重な私たちの宝だと思っていますので、バランス良くそういっ

た方がいらっしゃるのが望ましいかなと思います。 

 

三瓶委員   管理職試験を受けられる先生方っていうのは、校長先生の推

薦が無いと受けられないんですか。 

 

浦林教育長   それはありません。年齢と経験年数です。校長は書類を取り

まとめて提出したり、いろいろ業務はありますので、そこには

一定程度の関与はあるわけですけども、手を挙げられる資格が

あれば、挙げて受けることができます。 

 

三瓶委員   わかりました。 

       外国語の話なんですけども、来年度、時間数も増え教科書も

変わります。その中で、専門の先生っていうのは考えておられ

ないでしょうか。米子市として１校ありましたよね英語専科の

先生がおられる所が。そういう形に持って行こうとか、どうい

うふうに今後、英語を教えていく先生方の確保はして行かれる



のか、お聞かせいただければ。 

 

浦林教育長   これはですね、まず国の方針や県の方針があるので、米子市

だけでやることではないんですが、国の方針は小学校の英語は

担任が教えるというスタンスですし、県もそのスタンスです。

ただ米子市としては、そうとばかりは言っていられないじゃな

いかと、教科数は増えて担任の負担も増える中、専門性がより

高い教師に習うべきではないかという思いは持っております。

そこが英語専科ですとか、そういうことによって叶えられる。

とはいえ、小学校に英語の免許を持っている中学校の教員を、

どれだけ小学校に入れられるかということに関しては、これは

限界がある。中学校がいなくなってしまいますので、そういっ

た微妙なバランスの中で実行可能。できれば全て専門的な先生

が教えるっていうのが、今後、目指して行く方向だとは思いま

す。これは英語に限らず、理科でも数学でも音楽でも、専門的

な教師の方が子どもの興味、関心や力をアップできるだろうと

想像できますので、やって行きたいっていう方向は持っていま

す。ただ国の方針は担任が教えるという。そこから人を増やす

とかっていうのもわずかで、我々はいただいた加配を最大限フ

ル活用するっていうことをやって、あとは市のＡＬＴですとか、

外国語活動支援員の方々にしっかりとお願いをしたいなという

ところであります。 

 

西村課長   ちょうど先日、ＡＬＴの話をしておりまして、前回の教育委

員会でご質問いただいた、ＡＬＴと外国語活動支援員の共同の

研修を来年組み込んで行きたいと考えているところです。 

       相手のある話になるので、どこまでお願いが通るかというと

ころもありますが、今のところ実現に向けて動いているところ

です。 

 

三瓶委員   ありがとうございます。 

       できれば、そこに担任の先生もいっしょに。レベリングとい

うのが必要だと思いますので。 

 

西村課長   補足しますと、今まで各校１名ずつ巡回しているような格好

で、基本のスタンスは人が増えるわけではないので変わりませ



んけども、例えば６人のＡＬＴが、１学校あたりの単位数を少

しずつ減らしてでも、６人が一堂に会し「イングリッシュパー

ク」、具体的には、体育館に６人のＡＬＴが集まって、なかなか

教室では話しかけられないような子でも、気軽にＡＬＴに話し

かけることができる、そんな仕掛けを今ある枠組みの中で取り

組んでいけたらと考えております。 

 

浦林教育長   その他、いかがでしょうか。 

 

浦林教育長   質疑がないようですので採決いたします。議案第２０号につ

いては、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

    （ 「異議なし」という声あり。 ） 

 

浦林教育長  異議がないようですので、議案第２０号「令和元年度末米子

市立小・中学校教職員人事異動方針について」は、原案のとお

り承認することにいたします。 

 

浦林教育長  以上で、本日の議事は全て終了しましたが、その他で何かご

ざいますでしょうか。 

 

上森委員   冒頭の美保中校区の報告の件で、小中一貫校が適切ではない

かと新聞記事ではなっていたと思いますけど、住民の方から小

中一貫校の積極的な意見が出てきたことが以外な気がします。

きっと早く進むんだろうなと思いますけど、年内にもう１回説

明会をということでしたが、意見聴取の場ですか。 

 

浦林教育長  まだまだ意見聴取という段階でして、前回は街づくりという

大きなフレームの話なので、学校の話ではなかったんですけど

も、地域の方々は街づくりもやるけど、急ぐのは学校統廃合じ

ゃないのという意見が多く出て、こんな事やあんな事があるん

じゃないかという話が出たので、我々としては複式になった時

にどういう学校運営になるとか、もし統廃合するとすれば小学

校が一つになるのか、中学校も含めた話になるのか、小中一貫

校とはどんな学校で、義務教育学校はどういう学校ですという

ような、どういうものが選択肢にあるのかしっかりご説明を申



し上げると、その中でいろんな意見が出ると思うんです。そこ

がどういう意見になるのかを、今の段階では待つということに

なりまして、もしそこで、もっと多くの人に意見を聴こうとい

うことになるのか、それとも、これで行こうという話になるの

か、今のところ全く想像ができないので、いずれにしても地域

の皆さま方のご意向が、ほぼ一本化される形になれば、この教

育委員会の中でご議論をいただいて、それを持って校区審議会

というものを開催する運びになり、そこでご議論をいただいて、

またここに戻ってきて、ここでどういう方向で行こうという市

役所全体の意思決定を持って、地域の方々にご説明を申し上げ

るという流れになるだろうと思っております。 

       ですから、２回目の会でどこまでの話になるのか、我々もわ

からないと思っております。前回は、統廃合の声が大きかった

とはいえ、これは非常に重要な事ですし、皆さんの関心事なの

で賛否両論あろうと思いますので、ここはじっくりと、２回目

の会が３回目、４回目とやるのかもしれませんし、その辺りは

我々も、まだまだ様子をしっかりとうかがいたいところです。 

       ただ、令和８年に和田小学校が複式学級になるということが

予見されますので、その頃まで結論を先延ばしするということ

はできない。それなりの結論を出すゴールもいるということで、

あまりゆっくりもしていられないという実態です。令和８年と

いうのも、１年生だけは複式をしないという県のルールがある

ので、令和７年から１年生と２年生が複式になる人数になって

るんですけど、切り離されるので２年生、３年生で一緒になる

時には大丈夫。令和８年には、いよいよその子たちが２年、３

年になるので１５人に満たなくなるということになります。 

       ですから、もし校舎を造るということになれば、相当な年数

も要しますので２年、３年はゆうにかかるということになりま

すので、あんまりゆっくりとは出来ないんですけど、意見をし

っかり聞かないと上手く行かないという思いです。 

 

上森委員   その辺りがいちばん微妙なところで、学校をどこに建てると

いうのが先行してしまうと、そんな所じゃいけんとか、教育と

は全く別の利害関係になってしまいかねないので、慎重に進め

ていただければと思います。 

 



浦林教育長  仰るとおりだと思います。また、ご意見を頂戴しながら確実

に意見を集約して行きたいと思っております。 

 

金山委員   県の研究協議会でもあった、大山町や三朝町の例を見ると、

それぞれの立場で苦労があるなということがわかりますので、

調整をしっかりしていただきたいと思います。 

 

上森委員   教員１人当たりの生徒の人数というのはわかりますか。 

 

西村課長   今は、持ち合わせておりません。 

 

上森委員   おそらく、それより随分１人当たりの人数が少ないですよね。

米子市の平均と比べたら倍半分違うと思う。予算的なこともあ

るんだろうと思うんですけど、いろんなデータを持って説明が

出来るようにしておいていただけたらと思います。 

 

浦林教育長  ありがとうございます。 

       大きな問題で、すごく大事な問題だと思っておりますので、

委員の皆さま方には気付かれた事があれば、こういう場で言っ

ていただいたり、事務局の方にでも電話を入れていただきまし

たら、我々もたいへん勉強になりますし、準備もしっかりでき

ますので、お気付きの点がありましたら、お知らせいただけた

らと思います。 

 

浦林教育長  よろしいでしょうか。 

 

浦林教育長  それでは、以上をもちまして、米子市教育委員会定例会を閉

会いたします。 

 

閉会     １０時３８分 


